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生活クラブ北海道 機関誌
チュプとはアイヌ語で太陽、月の意味

2026 No. 523

８月号

ＩＮＤＥＸ ２ ３

６
戦後 81 年  シリーズ 戦争を語り継ぐ
平和の尊さを次の世代へ 樺太の記憶

せせらぎスクール 生活クラブのある暮らし
私たちの体にも、水環境にも 石けんはやさしい テーマ：石けん

４～５
支部活動紹介
手稲 / 北 / 白石 / 江別

鮭も遡上する自然豊かな星置川（手稲区）で開催。２歳から70代まで、７家族 22人が参加
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試験紙を使って検査し、川の水がきれいなことも
確認。汚れた川に魚は棲めません。

川の水を汚すのは、主に生活排水。合成洗剤に含まれる
有害物質は下水処理場で完全に分解されず河川に放流さ
れ、生態系に影響します。石けんは、完全分解されます。

　生活クラブの石けん運動は、設立の翌年（1983 年）におこなった

「合成洗剤追放
4 4

直接請求運動」の署名活動から始まりました。急

速に合成洗剤が市場に広がったことで生じた健康被害や環境汚

染に対し、組合員一人ひとりが自分の言葉で話し賛同者を集めま

した。委員会ではこれからも、石けんと合成洗剤の違いを啓発し、

石けんの良さを伝え、多くの組合員が取り組んできたこの運動を

つなげていきます。　 　〈石けん運動委員会 担当理事  小松 真理〉

 被害者にも、加害者にもならない

石けんを利用しませんか

せせらぎスクール は、親子で水環境を学ぶ
フィールドワーク。生き物調査をします。

川がどのくらいキレイなのか、棲んでいる
生き物でわかるから。

講師は、㈱アクアジオテクノの板谷利久さん。
網や水中眼鏡を手にドジョウ、カジカ、ヌマ
エビ、モクズガニなどを見つけました。

　　　その白さは本物？

合成洗剤には蛍光増白剤・殺菌剤・
防腐剤・安定化剤など、たくさん
の添加物が使用されています。な
かでも、蛍光増白剤は発がん性が疑われ、
マスクや生理用ナプキンへの使用が禁止さ
れているほど。白さも、汚れが落ちたのでは
なく、光の作用で白く見えているだけです。

主な原料は石油。様々な化学物質
を合成して作られる

・

合成洗剤 石けん

戦中の油脂不足で、石けんの代用         
品として石炭や石油から作られた

皮脂膜を破壊し、皮膚に浸透。経
皮毒の心配や毛髪へのダメージも

・紀元前 3 千年頃から使われていた

・洗浄力が高く、肌にやさしい

・原料は天然由来、動植物の油脂

・

・
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粉石けん ひなたぼっこ

十勝 固形石けん

粉石けん 酸素系漂白剤 お湯
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各支部では、食はもちろん福祉・環境・石けんなど、趣向を凝らしたイベントを
おこなっています。生産者と組合員が協力して消費材の魅力を伝え、利用と拡大
をすすめる場にもなっています。ぜひ、支部のイベントに参加して「生活クラブ」
を知る機会にしてみませんか。

江別市野幌公民館にて（６/20・21）
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ジェスチャーゲーム

５

生活クラブ本部 調理室にて。シンプルな材料のウインナーは、
肉の旨味が分かります。市販品との違いについても学びました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （６/19）
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私
は
樺
太
の
恵え

す
と
る

須
取
生
ま
れ
で

す
。
父
は
親
戚
の
呉
服
屋
で
番
頭
と

し
て
働
い
た
の
ち
、
隣
で
旅
館
を
経

営
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
過
労

の
た
め
母
が
体
調
を
崩
し
た
と
き

は
、
実
家
の
あ
る
小
樽
で
１
年
ほ
ど

過
ご
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

後
、
樺
太
に
戻
っ
て
４
歳
違
い
の
妹

が
誕
生
。
戦
時
中
と
は
い
え
、
当
時

は
ま
だ
平
穏
な
暮
ら
し
で
し
た
。

　

終
戦
間
近
の
１
９
４
５（
昭
和
20
）

年
８
月
、私
た
ち
の
日
常
は
容
赦
な

く
壊
さ
れ
ま
し
た
。
ソ
連
軍
が
攻
め

て
く
る
と
聞
き
、一
家
で
ひ
た
す
ら

歩
い
て
大お
お
ど
ま
り泊

を
め
ざ
す
こ
と
に（
札

幌
、釧
路
間
の
約
３
百
キ
ロ
に
相
当
）。

途
中
、戦
闘
機
の
機
銃
掃
射
に
遭
っ

た
と
き
は
広
大
な
芋
畑
に
み
ん
な

で
隠
れ
、
父
は
背
負
っ
た
妹
が
下
に

な
る
よ
う
身
を
挺
し
て
仰
向
け
に
な

り
、
戦
闘
機
を
や
り
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
や
っ
と
の
思
い
で
大
泊
の
港

に
着
い
た
も
の
の
、最
後
の
船
は
出

た
あ
と
。
そ
の
時
は
絶
望
し
ま
し
た

が
、の
ち
に
そ
の
船
が
沈
没
し
た
と

知
り
ま
す
。
乗
れ
な
か
っ
た
こ
と
で

命
拾
い
を
し
た
の
で
す
。
今
生
き
て

い
る
の
は
、偶
然
が
重
な
っ
た
奇
跡

だ
と
感
じ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
大
泊
か
ら
最
後
の

汽
車
に
乗
り
豊
原
へ
た
ど
り
着
き
、

一
軒
家
を
借
り
て
何
家
族
か
で
身
を

寄
せ
合
い
暮
ら
し
ま
し
た
。
小
学

１
年
生
の
私
は
、
ロ
シ
ア
人
と
日
本

人
の
子
が
半
々
ほ
ど
の
学
校
に
通

い
、
分
け
隔
て
な
く
遊
ん
で
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
過
ご

し
た
の
ち
、
２
年
生
の
春
に
引
き
揚

げ
船
に
乗
っ
て
よ
う
や
く
父
親
の

出
身
地
で
あ
る
函
館
ま
で
行
き
着

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　
「
も
う
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
た
の

に
、私
た
ち
は
一
生
懸
命
逃
げ
て
い

た
ん
だ
ね
」と
、あ
と
に
な
っ
て
母
が

言
い
ま
し
た
。
無
法
地
帯
で
情
報
が

遮
断
さ
れ
る
と
い
う
恐
怖
は
、今
も

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
で
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
避
難
民
を
見
る
た
び
、胸

が
締
め
つ
け
ら
れ
ま
す
。
あ
の
と
き

一
団
に
な
っ
て
歩
い
た
記
憶
と
、
子

ど
も
た
ち
の
姿
が
重
な
る
の
で
す
。

領
土
を
奪
う
と
す
ぐ
に
民
間
人
を

送
り
込
み
、
自
分
た
ち
の
土
地
だ

と
主
張
す
る
ロ
シ
ア
の
や
り
方
は
、

昔
か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
は

一
部
の
リ
ー
ダ
ー
の
私
欲
で
始
ま

り
、い
つ
も
罪
の
な
い
市
民
が
犠
牲

に
な
り
ま
す
。

　

終
わ
り
が
見
え
な
い
世
界
の
紛
争

に
、危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。
日

本
を
再
び
「
戦
争
が
で
き
る
国
」
に

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
過
去
の
悲
劇

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
平
和

の
尊
さ
を
次
の
世
代
へ
語
り
継
い
で

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

 （
聞
き
手
／
敦
賀
）

チ
ュ
プ
で
は
、戦
争
の
実
像
を
語
り
継
ぎ
、二
度
と
愚
か
な
戦
い
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と

毎
年
８
月
号
に
戦
争
体
験
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
戦
後
81
年
と
な
る
今
年
は
、
札
幌
市
手
稲
区
在
住
の

吉
田
茂
さ
ん（
86
歳
）に
樺
太
か
ら
の
避
難
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

◇　

◇　

◇

保険証券など当時の品々を見せ
てもらいながらお話を聞きました

〈シリーズ 戦争を語り継ぐ〉戦後 81 年

徴兵保険証券。戦前、男児を対
象に販売されていた保険。20 歳
の徴兵検査に合格、または入隊
の際に保険金が支払われ、支度
金や家族の生活費に充てられた

父、勝太郎さんの奉公袋。記
章や預金通帳など、袋の裏
面に入れるものが書かれて
いた。召集令状が届き次第、
陸軍へ入営するためのもの

1945 年８月のソ連軍の侵攻

日露戦争後、日本領となった南樺太には、炭鉱や漁業、
林業などの資源を目的に国策のもと約 40 万人が移住。
しかし、終戦前後にソ連軍が突如侵攻し、多くの民間人
が犠牲となる。戦後はソ連に実質併合。住民は全財産
を没収され、本土への強制引き揚げを余儀なくされた

ソ連軍の進撃

ソ連軍の航路

４．豊原への空爆
（８/22）
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● �

第
一
四
半
期
決
算
報
告
が
あ
り
、
利
用
供
給
高
は

7
億
２
０
２
０
万
円
、
前
年
対
比
95
・
49
％
で
し
た
。

依
然
厳
し
い
状
況
で
す
。
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て

拡
大
を
す
す
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

● 

生
活
ク
ラ
ブ
の
認
知
と
拡
大
を
目
的
に
、
W
ｅ
ｂ
メ

デ
ィ
ア
「
サ
ス
テ
ラ
」
と
イ
ン
ス
タ
ラ
イ
ブ
を
行
う
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

● 

２
０
２
５
年
度
産
米
の
在
庫
過
多
を
受
け
、
11
月
以

降
の
値
下
げ
と
３
㎏
規
格
へ
の
取
り
組
み
を
決
定
し

ま
し
た
。

● 

生
活
ク
ラ
ブ
と
共
生
会
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
・
正
月

用
品
試
食
会
を
、
10
月
31
日
に
生
活
ク
ラ
ブ
本
部
で

行
う
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

 �生活クラブは、組合員が出資・利用・運営をする
生活協同組合です。

７
月
の
理
事
会
報
告

 組合員数（７月度） 11,879 人  

 加入者数（７月度） 35 人

 脱退者数（７月度） 60 人

 共同購入利用高（８月度） 219,851,928 円

１世帯当たり 18,508 円

　福祉担当理事会では、福祉は人と人とのたすけあ
いと考え、エッコロや共済、福祉基金、子育てや高齢
者支援、多世代の居場所づくり（下写真）などを支部と
連動しながら活動
をすすめています。

　９月には、「 お ふ
くわけ」に取り組み
ます。組 合 員が注
文した “ おふくわけ
米 ”（とんぼのゆめ）を、地域の子ども食堂へ届ける
しくみです。毎日の食事を満足にとることができず
困っている人を支援します。「子ども食堂ネットワー
ク北海道」など、さまざまな団体と繋がることで福祉
の実践を広げていけたらと考えています。ぜひ、９月
の共同購入注文時に申し込み、参加してください。

■ 原発事故の教訓
　2011 年の東京電力福島第一原発事故は、私たちに

「原発の安全神話は崩れた」という重い事実を突きつ
けました。事故が起きると命や暮らし、自然に、取り返
しのつかない傷跡を残します。二度と同じ過ちを繰り
返してはいけません。

■ 泊原発を再稼働させない
　北海道の美しい自然
の中で、私たちは暮らし
や文化を育んできまし
た。この環境を未来へ引
き継ぐため、原発ではな
く再生可能エネルギーを
選び、持続可能な社会を
めざします。北海道には

「核抜き条例」「省エネルギー · 新エネルギー促進条例」
もあります。今年のチェルノブイリデー市民集会では、
2014 年に関西電力大飯原発３・４号機の運転差し止め
を命じた樋口元裁判長が、「原発は自国に向けた核兵器」
と語り、脱原発の重要性を呼びかけました。

泊原発３号機の再稼働を止め、再生可能
エネルギーを進める署名にご協力ください。

８/31 まで

組織概要

泊原発再稼働反対のパレード (5/5）

加入数が伸びず脱退が増えています。９月
から始まる紹介キャンペーンを活用して、
拡大をすすめていきましょう。

９月第 1 週（８/31～）、カタログと一緒に
配布されるチラシをご覧ください。
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み
な
さ
ま
か
ら
の
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。
４
０
０
字
程
度
。

テ
ー
マ
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
本
部 

中
瀬
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

発行　生活クラブ生活協同組合  札幌市厚別区大谷地東１丁目４－15    ＴＥＬ 011（887）8891　 ＦＡＸ 011（887）7229
編集　広報委員会／Ｗ・ＣｏプランズＥＰО　発行日　2026 年８月 20 日

道産間伐材を配合した
紙を使用しています

HP・SNS は
こちらから

イベントの詳細や申込みは、ホームページの
生活クラブニュース（第１・３週更新）をご覧
ください。

問合せ：生活クラブ本部  　   　 011（ 8 8 7）8 8 9 1

ニ
ュ
ー
ス

加工用トマト収穫ツアー
日  時 ９月４日（金）  ・12 日（土）   10：00 ～ 16：30

場  所  滝川市江部乙町（JR 札幌駅北口東側集合）

内  容 ケチャップやジュースの原材料となる加工用トマトの作付
けをしている「とんぼの会」平澤さんの圃場へ行き、収穫を
手伝います。両日とも定員 40 人（参加無料）、組合員本人
と家族が対象。申し込みは８/22 まで。

主催　本部消費委員会

憲法とくらしチカホフェス
日  時 ９月 19 日（土）   10：00 ～ 17：00
会  場   札幌駅前通地下歩行空間「チカホ」

憩いの空間（北１東）

内  容 憲法公布 80 年にちなみ、「９条の碑」の紹介やナガサキ
平和行動報告、立命館慶祥中・高校弁論研究部のパネルを
展示。憲法紙芝居『檻の中のライオン』の朗読やシール
アンケート、書籍販売なども行います。

　

主催　憲法とくらしチカホフェス実行委員会

ニュース
８月１週

生活クラブ館まつり 
日  時 ９月 27 日（日）    11：00 ～ 14：00 

会  場 生活クラブ館・北広島（北広島市美沢１丁目 1-2）

内  容 たい焼き・たこ焼き・豚汁などのほか、手作り品販売や
フリマ、子ども縁日などを行います。おいしい！楽しい！
がいっぱいのおまつりです。組合員以外の方も大歓迎♪
ぜひ遊びにきてください。

主催　生活クラブ館・北広島 運営委員会

つくる手 食べる手 その手はひとつ

８月 31 日から紹介キャンペーンが始まります。私たち
自慢の消費材を食べてもらえるチャンス！ 生活クラブ
を伝えたい友人・知人を紹介してください。

▲

９/４・５ 「山の蚤の市」で

消費材のお試し販売をします。

お友だちと一緒に参加してね♪

・トマトケチャップ 
・ミートボール

おすすめ消費材をお届け！
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